
                       

 

 

 

 

 
早いもので、令和 7 年（2025 年）も、間もなく終わりを迎えます。 

4 月の始業式・入学式から本日まで、保護者の皆様には本校の教育活動に御理解と御協力を

賜り、心より感謝申し上げます。お陰様で大きな事故もなく、冬休みを迎えようとしていま

す。 

さて、年の瀬にあたり、今回は「言葉」について少し考えてみたいと思います。 昔から「言

葉には不思議な力が宿る」と考えられてきました。「言霊（ことだま）」とも呼ばれています。

言葉に宿る神秘的な力のことで、発した言葉どおりの結果や現象を引き起こす力があると信じ

られてきた、日本の古代からの考え方です。ポジティブな言葉は良い現実を、ネガティブな言

葉は悪い現実を招くとされ、自分自身や相手、そして周囲に影響を与えると考えられていま

す。現代でも、信じる信じないに関わらず、結婚式や受験の前には、不吉なことを連想させる

言葉は控えるようにしています。 

「言霊」の科学的な側面については、言葉が脳や心そして行動に影響を与える「暗示効果」

（言葉が考え方や行動に影響すること）や「プラセボ効果」（信じることで良い影響が現れるこ

と）として、脳科学や心理学の分野で説明されています。また、ミラー細胞（他者の行動や感

情に反応する脳の働き）により、他者の言葉や自分自身の言葉が脳を活性化させ、ポジティブ

な言葉は行動の変化を引き起こすことが分かってきています。 

これからお子さんは、さまざまな場面において、あとひと踏ん張りが必要となる状況に直面

することがあるかと思います。保護者の皆様や教師から子どもたちへの声掛け、また子ども同

士の声掛けの中で発する言葉が、やる気を高めたり、その場の雰囲気を前向きにしたりする重

要な要素となります。私たち大人が、子どもたちが前向きに取り組めるような言葉を掛け、子

どもたちの背中を押していきたいものです。 

このように、私たちが日々使う「言葉」は、個人の心や行動だけでなく、その時代や社会の

空気をも映し出しているように思います。 

日本漢字能力検定協会が発表した、今年一年の世相を表す漢字一字とその理由を全国から募

集し、12 月 12 日に「今年の漢字」第 1 位として「熊」が発表されました。御存じの保護者の

皆様も多いのではないでしょうか。そしてさらにこのたび、都道府県別の集計結果も公開され

ました。 その中でも全体で第 1 位の「熊」と、第 2 位の「米」は、地域によって異なる応募

傾向が見られました。北海道・東北地方では「熊」が 1 位、中国地方・四国地方・九州地方で

は「米」が 1 位となりました。関東地方・中部地方・近畿地方では、「熊」と「米」が混在し

ています。また、大阪府では全国で唯一、「脈」が第 1 位となるなど、各地域で身近に感じら

れた出来事やニュースが、「今年の漢字」の選択にも反映されたそうです。 

大阪府で第 1 位となった「脈」（全体第 4 位）については、大阪・関西万博に関連するコメ
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ントが多く寄せられており、万博開催が大阪府民にとって非常に関心の高い出来事であったこ

とがうかがえます。3 年生の修学旅行でも訪れた大阪・関西万博は、訪れた 3 年生にとって一

生の思い出になったことと思います。 

いよいよ明日 24 日（水）から冬休みが始まります。2026 年も、保護者の皆様にとって、よ

り一層穏やかで、より良い一年となりますよう、心より願っております。 

 

小学校６年生学校訪問から 

 

12 月 1 日（月）と 12 月 19 日（金）の 2 日間、気仙沼小学校、九条小学校など、来年度本校

に入学予定の 6 年生を対象に、中学校訪問が行われました。各グループに分かれての授業参観

や、学校市執行部による学校紹介、自分が興味を持った部活動

の見学など、限られた時間ではありましたが、中学校生活の一

端を感じ取ることができたことと思います。 

中学生にとっても、来年度は先輩としての自覚を持ち、より

成長した姿で新入生を迎え、学校全体をさらに活気あるものに

してくれることを願っています。 

 

国語科書写「書き初め」の練習 

 

12 月に入り、国語科では書写の授業の一環として、毎年恒例

の書き初めの練習を行いました。毛筆・硬筆の両部門において、

手本をよく見ながら、一文字一文字丁寧に書くことを意識して

取り組みました。 

特に毛筆では、1 年生が「平

和」、2 年生が「初空」、3 年生

が「友情」の行書に挑戦しました。慣れない書体や筆の扱いに

苦労しながらも、集中して取り組む姿が見られ、どの学年から

も書に向き合う真剣な態度が感じられました。 

 

 

保護者の皆様に冬休み中のお願い 

 

・冬休み中の部活動の欠席につきましては、これまでどおり、Google フォームから必要事項を

入力してください。 

・冬休み中の電話対応時間は、平日の午前 8 時 10 分から午後 4 時 40 分までとなります。なお、

12 月 27 日（土）から 1 月 4 日（日）は終日電話対応を行いません。お子さんの生命や安全

に関わる緊急を要する重大事態の場合は、緊急電話（･･･-･･･・-･･･・）まで御連絡ください。 


